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一
方
で
、
こ
れ
ら
近
隣
国
か
ら
被
災
者
た
ち
に
温

か
い
救
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
隣
人
た
ち
の
友
情
を
「
共
生
と
平
和
の
環
」

構
築
に
生
か
す
た
め
に
も
、
日
本
政
府
は
、
私
た

ち
が
こ
れ
ま
で
要
望
し
て
き
た
よ
う
に
、
在
韓
被

爆
者
に
日
本
在
住
の
被
爆
者
と
同
等
の
、
援
護
法

に
基
づ
く
医
療
給
付
な
ど
の
援
護
策
を
完
全
に
実

施
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
同
時
に
、
侵
略
の

被
害
者
で
あ
る
北
朝
鮮
と
中
国
の
被
爆
者
を
は
じ

め
、
す
べ
て
の
在
外
被
爆
者
に
対
す
る
完
全
な
援

護
を
一
日
も
早
く
実
現
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
５
月
28
日

在
韓
被
爆
者
問
題
市
民
会
議

代
表　
　
　

小
田
川　

興　

事
務
局
長　

及
川　
　

佐　

※
連
絡
先　

〒
114
‐

0024
東
京
都
北
区
西
ヶ
原
３
‐
66
‐
９

　
　
　
　

ピ
ー
コ
ッ
ク
ビ
ル
１
ｆ

ア
ー
ク
印
刷
（
株
）
内
（
及
川
）
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
災
害
に
あ
た
っ
て

脱
原
発
、
核
廃
絶
、
在
外
被
爆
者

援
護
を
求
め
る
声
明

　

私
た
ち
、
在
韓
被
爆
者
を
は
じ
め
南
米
、
北
米
な

ど
の
在
外
被
爆
者
に
対
す
る
完
全
な
援
護
実
現
を
要

求
す
る
市
民
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
犠
牲
者
と

被
災
者
及
び
福
島
原
発
災
害
の
被
害
者
の
方
た
ち
に

心
か
ら
の
追
悼
と
お
見
舞
い
の
気
持
ち
を
表
し
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
極
め
て
深
刻
な
事
態
に
鑑
み
て
、
日

本
政
府
に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
根
本
的
な
転

換
と
同
時
に
恒
久
的
な
核
廃
絶
へ
の
取
り
組
み
、
広

島
、
長
崎
の
原
爆
被
爆
に
よ
る
在
外
被
爆
者
に
対
す

る
完
全
な
援
護
の
実
現
に
つ
い
て
早
急
な
対
応
を
求

め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

１
．
今
回
の
原
発
災
害
は
、
日
本
に
と
っ
て
広
島
・

長
崎
の
原
爆
被
害
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
第
五
福
竜
丸

の
水
爆
実
験
被
爆
に
つ
づ
く
４
回
目
の
核
被
害
と
な

り
ま
す
。
今
回
の
原
発
事
態
は
核
の
「
軍
事
利
用
（
原

水
爆
）」
と
「
平
和
利
用
（
原
発
）」
が
核
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
う
コ
イ
ン
の
裏
表
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
立

証
し
ま
し
た
。
し
か
も
福
島
原
発
の
危
機
状
況
は
依

然
と
し
て
続
き
、
国
際
社
会
の
不
安
は
去
ら
ず
、
世

界
経
済
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
は
一
分
一
秒
で
も
早
く

福
島
原
発
事
態
の
解
決
に
全
力
を
挙
げ
る
よ
う
強
く

要
求
し
ま
す
。

２
．
日
本
政
府
は
こ
れ
を
痛
切
な
教
訓
と
し
て
、
菅

直
人
首
相
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
主
要
国
首
脳
会
議

（
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）
で
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を

拡
大
す
る
」
と
し
た
提
案
に
則
っ
て
、
早
急
に
原
発

依
存
を
脱
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
へ

と
安
全
最
優
先
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
大
き
く
転
換

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
地
震
国
の
禍
を
福
に
転
じ

さ
せ
た
時
、
日
本
政
府
は
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
ら
ぬ

「
暮
ら
し
大
国
」
モ
デ
ル
を
世
界
に
示
す
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

３
．
日
本
は
被
爆
国
と
し
て
、
核
兵
器
に
よ
る
惨
禍

と
福
島
原
発
災
害
と
い
う
未
曾
有
の
経
験
を
「
核
な

き
世
界
」
の
建
設
に
生
か
す
た
め
、
平
和
憲
法
を
堅

持
す
る
と
同
時
に
「
非
核
３
原
則
」
を
法
制
化
し
、

核
廃
絶
と
恒
久
平
和
構
築
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
強

く
望
み
ま
す
。

４
．
今
回
の
原
発
事
態
は
、
韓
国
や
中
国
な
ど
近
隣

諸
国
の
人
々
に
強
い
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
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挨
拶
。
昨
夏
、
初
め
て
長
崎
・
広
島
訪
問
を
し
た

潘
基
文
国
連
事
務
総
長
に
続
く
韓
国
出
身
「
平
和

外
交
官
」
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

付
け
加
え
た
。

　

辛
総
領
事
は
着
任
早
々
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
相

次
ぎ
登
場
。
今
夏
予
定
さ
れ
る
「
日
韓
学
生
交
流

ヒ
ロ
シ
マ
ツ
ア
ー
」（
早
稲
田
大
、
高
麗
大
な
ど

参
加
）
の
実
現
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

〈
総
領
事
手
記
は
辛
泳
洙
ら
編
著
『
被
爆
韓
国
人
』

（
朝
日
新
聞
社
）収
載
。同
書
は
家
永
三
郎
ら
編『
日

本
の
原
爆
記
録
12
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
に

収
録
さ
れ
て
い
る
〉

（
小
田
川　

興
）　

　

　

在
韓
被
爆
者
援
護
実
現
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
故
辛

泳
洙
・
韓
国
原
爆
被
害
者
協
会
会
長
の
長
男
、
亨
根

（
ヒ
ョ
ン
グ
ン
）
さ
ん
が
駐
広
島
総
領
事
と
し
て
３
月

に
着
任
し
た
。
韓
国
の
原
爆
被
害
者
を
救
援
す
る
市

民
の
会
広
島
支
部
の
豊
永
恵
三
郎
支
部
長
が
中
心
と

な
っ
て
４
月
16
日
、
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
在

韓
被
爆
者
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
仲
間
ら
約
４
０
人

が
集
い
、
歓
迎
会
を
開
い
た
。

　

韓
国
外
国
語
大
学
在
学
中
に
、
当
時
の
韓
国
被
爆

二
世
の
会
「
ビ
ド
ル
ギ
（
鳩
の
意
）
団
」
団
長
を
務

め
た
辛
亨
根
さ
ん
は
こ
ん
な
手
記
を
書
い
て
い
た
。

「
ぼ
く
た
ち
『
被
曝
二
世
』
は
自
分
た
ち
の
立
場
と
境

遇
を
世
界
の
人
た
ち
に
知
ら
せ
、
父
母
た
ち
の
苦
痛

を
広
く
理
解
さ
せ
、
そ
の
苦
痛
が
無
駄
に
な
ら
ぬ
よ

う
に
す
る
と
同
時
に
、
核
武
器
開
発
に
対
す
る
警
鐘

を
打
ち
鳴
ら
し
、
世
界
の
諸
団
体
と
団
結
し
て
、
恒

久
的
な
世
界
平
和
の
建
設
に
重
要
な
一
翼
を
担
お
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
」。

　

筆
者
は
歓
迎
会
で
「
亨
根
さ
ん
が
父
親
の
被
爆
地

に
赴
任
し
た
こ
と
に
『
運
命
の
糸
』
を
感
じ
る
」
と

被
爆
二
世
・
辛
広
島
総
領
事
を
歓
迎
す
る
会
開
催
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笹
本
征
男
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
３
月
20
日
で

１
年
に
な
り
ま
し
た
。
３
月
19
日
、
笹
本
文
庫
設
立

を
祝
う
会
を
Ｎ
Ｐ
O
法
人
市
民
科
学
研
究
室
で
行
い

ま
し
た
。
ま
た
当
日
、
市
民
科
学
研
究
室
の
奥
ま
っ

た
所
に
あ
る
笹
本
文
庫
の
入
口
に
笹
本
さ
ん
の
遺
影

か
け
ま
し
た
。
中
に
は
彼
が
収
集
し
た
資
料
や
出
版

　　

５
月
27
日
、
公
益
法
人
放
送
文
化
基
金
の
テ

レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
部
門
本
賞
「
封
印

さ
れ
た
原
爆
報
告
書
」
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

選
考
理
由
は
以
下
で
す
。

　

181 
冊
の
報
告
書
は
、
日
本
で
は
未
公
開
の
貴
重
な

資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
資
料
を
全

て
入
手
し
、
日
米
間
に
横
た
わ
る
衝
撃
的
な
事
実
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

膨
大
な
英
文
の
報
告
書
の
解
読
、
分
析
は
も
ち
ろ
ん
、

日
米
両
国
で
高
齢
の
当
事
者
た
ち
を
捜
し
出
し
、
原

爆
被
害
の
調
査
報
告
書
に
関
す
る
重
い
証
言
を
集
め

た
粘
り
強
い
取
材
力
が
調
査
報
道
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
の
質
を
大
い
に
高
め
た
。

こ
の
番
組
の
作
成
に
は
故
笹
本
征
男
さ
ん
の
著
書

「
米
軍
占
領
下
の
原
爆
調
査―

原
爆
加
害
国
に
な
っ

た
日
本
」
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
番
組

作
成
に
あ
た
っ
て
最
後
ま
で
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

笹
本
さ
ん
は
残
念
な
が
ら
出
来
上
が
っ
た
作
品
を

見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
っ
と
こ

の
快
挙
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
及
川
記
）

　　

八
月
六
日
放
映
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
封
印
さ
れ
た
原
爆
報
告
書
」

　

第
37
回　

放
送
文
化
基
金
賞　

受
賞
（
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
部
門
本
賞
）　　

物
な
ど
を
収
め
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
彼
の
遺
志
を
継
い
で
市
民
科
学
研
究
室
・

低
線
量
被
曝
研
究
会
で
す
す
め
て
き
た
研
究
が
報
告

書
『
原
爆
調
査
の
歴
史
を
問
う
』
と
し
て
ま
と
ま
り

当
日
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
祝
う
会
の
参
加

者
20
名
は
こ
の
文
庫
を
閲
覧
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
、
笹
本
さ
ん
の
功
績
や

思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
発
に
よ
る
放
射
線

に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
も
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

故
笹
本
征
男
さ
ん
の
一
周
忌

笹
本
文
庫
の
設
立
を
祝
う
会
を
３
月
19
日
に
行
い
ま
し
た

３月 19 日 NPO法人市民科学研究室にて

６
月
24
日
（
金
）
午
後
６
時
15
分　

早
稲
田
大
学
９
号
館
917
教
室
に
て
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
『
原
爆
棄
民
～
韓
国
人
被
爆
者
の
65
年
』　

上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
解
説
し
ま
す
。
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文
明
と
政
治
文
化
の
大
転
換
こ
そ
！

小
田
川　

興

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
発
事
態
は
、
現
代

版
「
富
国
強
兵
」
策
の
破
綻
で
あ
り
、
今
な
お
進
行

中
の
恐
ろ
し
い
現
実
で
あ
る

　

日
本
は
明
治
維
新
以
来
、
帝
国
主
義
列
強
に
追
い

つ
き
追
い
越
せ
と
ア
ジ
ア
世
界
で
「
近
代
化
」
の
先

頭
を
走
り
、
朝
鮮
植
民
地
化
、
中
国
大
陸
と
東
南
ア

ジ
ア
侵
略
の
末
、
泥
沼
に
は
ま
り
、
広
島
・
長
崎
へ

の
米
国
の
原
爆
投
下
で
お
び
た
だ
し
い
核
被
害
を
受

け
て
降
伏
。
こ
こ
で
い
っ
た
ん
は
軍
事
・
経
済
大
国

志
向
一
辺
倒
の
悪
夢
か
ら
目
が
さ
め
た
は
ず
だ
っ
た
。

　

敗
戦
後
、
日
本
は
平
和
憲
法
に
よ
っ
て
軍
備
拡
張

路
線
で
な
く
経
済
成
長
路
線
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
新
「
富
国
」
策
は
国
民
総
浪
費
社
会
を
生
み

出
し
た
。
産
業
も
国
民
生
活
も
安
く
て
安
全
な
（
と

見
え
た
）
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
依
存
が
年
を
追
っ

て
強
ま
っ
た
。
し
か
し
、今
回
の
原
発
災
害
に
よ
っ
て
、

安
全
な
原
発
と
は
政
官
業
、
さ
ら
に
は
学
界
ま
で
癒

着
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
神
話
だ
っ
た
こ
と
が
白
日
の

下
に
さ
ら
け
出
さ
れ
た
。
政
官
財
は
原
発
交
付
金
と

い
う
毒
を
、
快
適
な
暮
ら
し
と
い
う
媚
薬
で
希
釈
し

て
振
り
ま
き
、
自
治
体
や
住
民
の
目
を
く
ら
ま
し
て

い
た
。
背
景
に
は
、
日
本
の
原
子
力
政
策
が
米
仏
を

は
じ
め
世
界
各
国
の
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
原
子
力

産
業
に
連
動
す
る「
核
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」が
あ
る
。

　

私
た
ち
は
今
回
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
兵
器
利
用

＝
原
水
爆
」
と
「
平
和
利
用
＝
原
発
」
が
、
実
は
全

地
球
規
模
で
展
開
さ
れ
る
新
「
富
国
強
兵
」（
経
済
・

軍
事
拡
大
）
と
い
う
コ
イ
ン
の
裏
表
だ
っ
た
と
い
う
、

お
ぞ
ま
し
い
事
実
を
突
き
付
け
ら
れ
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
映
画
『100,000

年
後
の
安
全
』
は

原
発
廃
棄
物
の
無
害
化
に
は
想
像
を
絶
す
る
時
間
が

か
る
こ
と
を
警
告
し
て
い
る
。
人
類
が
生
存
し
続
け

る
に
は
原
発
依
存
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
へ
、

文
明
の
転
換
は
焦
眉
の
急
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て

も
っ
と
も
心
す
べ
き
は
「
神
話
」
に
だ
ま
さ
れ
な
い

社
会
の
し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
が
政

治
を
動
か
す
、
そ
ん
な
「
政
治
文
化
」
の
転
換
が
今

こ
そ
問
わ
れ
て
い
る
。

　

不
思
議･･････

？　
　
　
（
抄
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

竹
内　

良
男

●(

福
島)

ま
る
で
ず
っ
と
前
か
ら
反
対
派
だ
っ

た
よ
う
な
顔
で
被
害
者
面
し
て
い
る
原
発
地
元
の

町
長
や
県
知
事
の
不
思
議･･････

？

●
（
東
北
）「
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
よ
う
」
と

い
う
よ
う
な
、
怒
鳴
っ
た
り
泣
き
叫
ん
だ
り
す
る

人
た
ち
は
一
人
も
映
さ
な
い
テ
レ
ビ
の
不
思
議

･･････

？

●(

東
京)

巨
大
な
利
権
と
と
も
に
原
発
を
推
進

し
て
き
た
自
民
党
の
誰
一
人
か
ら
も
「
申
し
訳

な
か
っ
た
」
の
ひ
と
言
も
出
て
こ
な
い
不
思
議

･･････

？

●(

東
京)

お
よ
そ
計
算
不
能
の
被
害
を
横

目
で
見
な
が
ら
、
社
長
の
給
与
は
何
と
年
間

７
２
０
０
万
円
！
社
員
に
も
し
っ
か
り
ボ
ー
ナ
ス

も
出
る
と
い
う
東
電
の
不
思
議･･････

？

●(

東
京)

「
震
災
は
天
罰
」な
ど
と
発
言
し
つ
つ
、

一
方
で
核
武
装
論
を
公
然
と
唱
え
る
人
物
が
知
事

選
で
２
６
０
万
票
も
集
め
る
不
思
議･･････

？

●（
青
森
）こ
れ
だ
け
の
大
惨
事
に
な
っ
て
も
、「
原

発
反
対
」
の
現
職
が
県
議
選
で
１
０
０
０
票
も
減

ら
し
て
落
選
す
る
不
思
議･･････

？

　

特　

集　

原
発
『
事
故
』
に
つ
い
て
考
え
る　

運
営
委
員
の
意
見
①
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ブ
ラ
ジ
ル
在
住
被
爆
者
の
願
い

ブ
ラ
ジ
ル
被
爆
者
平
和
協
会
理
事　

盆
子
原
国
彦

●
（
東
京
）
原
発
反
対
の
デ
モ
に
参
加
し
た
乳
母

車
の
母
親
た
ち
に
問
答
無
用
と
ば
か
り
に
襲
い
か

か
る
右
翼
の
人
々
の
不
思
議･･････

？

●
（
近
畿
）
福
島
と
東
京
の
距
離
に
比
べ
る
と
、

原
発
銀
座
の
福
井
か
ら
大
阪
の
距
離
は
そ
の
半
分

く
ら
い
。
放
射
能
を
恐
れ
て
西
へ
西
へ
と
避
難
す

る
人
た
ち
が
多
い
と
い
う
不
思
議･･････

？

●
（
福
島
）
東
電
と
政
府
の
発
表
を
垂
れ
流
す
ば

か
り
で
、「
現
場
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
」
と
い
う
記

者
が
テ
レ
ビ
に
も
新
聞
に
も
一
人
も
い
な
い
不
思

議･･････

？

◎
そ
し
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
か
ら
、
何
に
も
、

そ
う
何
ひ
と
つ
も
学
ん
で
こ
な
か
っ
た
私
た
ち
の
、

何
と
い
う
無
力･････････

。

　

危
険
を
後
世
に
残
し
て
は
な
ら
な
い　
　
　

　
　
　

                  

有
岡
道
夫

　

福
島
第
一
原
発
事
故
の
動
向
は
今
日
な
お
予
断

を
ゆ
る
さ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
お
い
て
す

ら
原
発
が
必
要
だ
と
す
る
意
見
を
聞
く
の
が
信
じ

ら
れ
な
い
。
放
射
能
の
危
険
性
が
、「
閉
じ
込
め
ら

れ
る
か
否
か
」
に
矮
小
化
し
て
「
安
全
」
を
議
論

し
て
来
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す

る
。
放
射
能
が
外
部
被
ば
く
は
瞬
間
的
に
、
内
部

被
ば
く
は
累
積
し
て
人
類
の
細
胞
を
破
壊
す
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
が
永
久
に
「
安
全
化
」
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ

る
。
100
万
ｋ
ｗ
の
原
子
力

発
電
所
が
１
日
に
核
分
裂

さ
せ
る
ウ
ラ
ン
が
３
ｋ
ｇ
、

広
島
の
原
爆
が
800
ｇ
の
ウ

ラ
ン
で
あ
っ
た
の
で
、
一

機
の
原
子
力
発
電
所
が
毎

日
広
島
原
爆
４
発
分
の
核

分
裂
を
さ
せ
て
い
る
こ
と

に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
安

全
化
で
き
な
い
生
成
物
い

わ
ゆ
る
死
の
灰
は
年
間
広

島
で
ば
ら
ま
か
れ
た
死
の

灰
の
1000
発
分
を
超
え
る
。

太
平
洋
の
深
海
に
沈
め
よ

う
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
大
地

を
借
り
て
埋
め
よ
う
が
決

し
て
安
全
に
な
る
こ
と
は

な
い
。
地
震
・
津
波
を
考

え
る
以
前
に
、
先
祖
か
ら

譲
り
受
け
た
地
球
上
に
、

放
射
能
生
成
物
を
人
為
的

に
作
り
出
し
子
孫
に
遺
す

こ
と
が
、
今
を
生
き
る
人
間
に
の
み
許
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
の
か
を
議
論
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。

《日本の原子力発電所》出所：チャレンジ！原子力ワールド
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森
田
綾
子
様
追
悼
記

　

２
０
０
９
年
１
０
月
８
日
ブ
ラ
ジ
ル
被
爆
者
平
和
協
会　

理
事　
　

渡
辺
淳
子

　
　

牛
の
さ
さ
や
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
逸
子

牛
舎
で

倒
れ
て
い
る　

牛
た
ち

道
ば
た
で　

ハ
タ
リ　

倒
れ
る
牛
た
ち

地
震
で
は
崩
れ
な
か
っ
た
牛
舎
が

放
射
能
汚
染
区
域
と
な
り

突
如
避
難
さ
せ
ら
れ
た　

飼
い
主
た
ち

倒
れ
て
い
く
牛
は
知
ら
な
い

ホ
ウ
シ
ャ
ノ
ウ
と
い
う
言
葉
も

牛
舎
も　

自
分
の
乳
も　

す
で
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

―

福
島
原
発
に
頼
っ
て
い
た
ト
ウ
キ
ョ
ウ
で
は　

原
発
推
進
を
な
お
主
張　

津
波
被
害
を
天
罰
と
言
っ
た
男
が

ト
ッ
プ
当
選
し
て
い
た―

息
絶
え
よ
う
と
す
る
牛
は

無
人
の
家
近
く
を
さ
ま
よ
う　

犬
は　

猫
は

そ
ん
な
こ
と
は
知
ら
な
い

（
神
国
日
本
は
不
敗
）
の
次
は

（
日
本
の
原
発
は
安
全
）
神
話
の

生
贄
に
な
っ
た　

動
物
た
ち
・
人
間
た
ち

（
ハ―

メ
ル
ン
の
男
の
吹
く
笛
に

い
つ
ま
で

付
い
て
い
こ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
ね
？
）

深
夜　

牛
舎
を
照
ら
す
月
光
の
な
か

も
の
い
わ
ぬ
牛
の
遺
体
が　

ひ
そ
と　

さ
さ
や
き
交
わ
す
の
を
聴
い
た
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沈　

黙

石
川
逸
子　
　
　

「
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
？
」

記
者
の
質
問
に

東
京
消
防
隊
の
隊
長
は

い
っ
と
き　

沈
黙
し
た

「
・
・
・
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は　

隊
員
で
す
・
・
・
」

目
に
見
え
な
い
敵　

充
満
す
る
放
射
能
と
戦
い
な
が
ら

瓦
礫
で
車
が
通
れ
な
い
道
を

三
百
五
十
メ―

ト
ル
近
く
手
作
業
で　

放
水
ホ―

ス
を
つ
な
げ
た
の
だ

「
・
・
・
残
さ
れ
た
家
族
に
申
し
訳
な
い

お
詫
び
と
お
礼
を
申
し
述
べ
た
い
・
・
・
」

こ
み
あ
げ
る
も
の
を
抑
え
て
の　

し
ず
か
な
発
言

近
接
圏
内
を　

わ
が
家
族
を　

列
島
ま
る
ご
と
を

放
射
能
地
獄
に
悶
え
さ
せ
な
い
た
め
の

必
死
の　

放
水
作
業

（
原
発
を
推
進
し
た
ひ
と
た
ち
で
は
な
い
の
に
）

か
た
や　

一
号
炉
水
素
爆
発
の
折
り　

負
傷
し
た
作
業
員
た
ち
の
数
さ
え
「
確
認
」
す
る
気
も
な
か
っ
た

経
産
省
原
子
力
安
全
保
安
院
Ｎ
審
議
官

「
早
く
し
な
い
と
処
分
す
る
ぞ
」
消
防
隊
を
脅
し
た
政
府
関
係
者

事
故
前
に
は　

地
震
学
者
の
提
言
を
無
視　

住
民
の
生
命
よ
り　

廃
炉
が
未
練
で　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
注
水
機
の
提

供
も
断
っ
た

東
電
の
体
質　

許
容
し
て
き
た
歴
代
の
政
府　

快
適
と
い
う
麻
薬
を
た
し
か
に
飲
ん
で
き
た　

わ
た
し

隊
員
の
被
爆
を
怖
れ
つ
つ　

し
っ
か
と
放
射
能
測
定
器
を
に
ぎ
り
し
め　

原
子
炉
へ
の

海
水
投
入
に
全
力
を
尽
く
し
て
き
た　

消
防
隊
長
の　

い
っ
と
き
の　

沈
黙

そ
の
わ
ず
か
な　

深
い(

間ま)

が

啓
示
し
た　

こ
れ
か
ら
の

こ
の
く
に　

の　

在
り
方

　
　
（
ど
う
か　

も
う
遅
く
な
い
こ
と
を
）
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「
子
供
と
放
射
能
」

又
重
勝
彦

　

政
府
は
、
福
島
第
一
原
発
を
受
け
て
四
月
に
福
島
県

に
対
し
、
学
校
で
の
被
曝
線
量
の
上
限
を
毎
時
3.8
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
・
年
換
算
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

の
場
合
、
子
供
達
の
屋
外
活
動
を
一
日
１
時
間
に
制
限

す
る
よ
う
に
と
の
通
知
を
出
し
ま
し
た
。
が
、
こ
れ
は

一
般
人
の
年
間
被
曝
線
量
限
度
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の

20
倍
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
福
島
県
の
父
母
た
ち
か
ら
は
５
月
23

日
に
文
部
科
学
省
に
設
定
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
た
め

同
省
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
門
前
払
い
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
応
対
に
出
た
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
次
長

は
、
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
は
文
部
科
学
省
の
基
準
で
は

な
い
と
発
言
し
た
こ
と
が
、「
東
京
新
聞
」
５
月
24
日

朝
刊
の
記
事
に
出
て
い
ま
す
。
な
ん
と
い
う
政
府
。
福

島
県
内
で
は
学
校
に
放
射
線
量
を
下
げ
る
対
策
を
求
め

て
も
、
国
が
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
安
全
と
言
っ
て

い
る
と
答
え
る
例
も
あ
る
と
の
こ
と
。
広
島
・
長
崎
の

「
入
市
被
爆
者
」
の
認
定
を
却
下
し
続
け
た
日
本
政
府
。

こ
の
期
に
及
ん
で
そ
の
政
府
の
安
全
基
準
を
う
の
み
に

す
る
学
校
。

　

子
供
を
放
射
能
か
ら
守
れ
。

て
お
ら
れ
た
。
地
熱
や
水
力
に
よ
る
発
電
は
日
本
に
は

希
望
の
よ
う
だ
が
、
こ
れ
も
造
り
出
す
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
は
大
き
い
。

　

で
は
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
私
の
考
え
は
や
は

り
「
生
活
の
仕
方
」
に
戻
る
。「
電
力
不
足
」
と
い
う

こ
と
に
振
り
回
さ
れ
な
い
で
。
二
〇
〇
三
年
四
月
、
東

電
関
係
の
原
発
が
す
べ
て
、
一
日
、
ス
ト
ッ
プ
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
（
小
林
公
吉
著
「
原
子
力
と
人

間
」）。
し
か
し
、
そ
の
日
、
停
電
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
原
発
に
よ
る
電
力
無
し
で
も
電
力
は
足
り
て
い
た

の
で
あ
る
。
但
し
、
無
制
限
に
使
用
す
れ
ば
足
り
な
く

な
る
だ
ろ
う
。
著
者
は
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
、
社
会
が

一
九
九
〇
年
代
の
生
活
を
維
持
す
れ
ば
、
原
発
無
し
で

も
や
っ
て
い
け
る
。
と
言
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
原
発
は
人
の
手

に
負
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
以
上
被
爆
者
を
出
さ

な
い
た
め
に
、
ま
た
環
境
汚
染
を
造
り
出
さ
な
い
た
め

に
、
す
べ
て
の
原
発
の
廃
止
を
願
う
。
そ
の
た
め
に
私

自
身
の
生
活
の
質
を
見
直
し
て
い
る
。

　
「
生
活
の
見
直
し
」
を

西
田
和
子

　

私
は
一
九
七
六
年
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
職
員
に
な
っ
て
初

め
て
「
核
」
問
題
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「『
核
』

否
定
の
思
想
に
立
つ
」
と
い
う
強
調
点
を
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が

掲
げ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
の
「
核
」
は
、

核
兵
器
の
み
な
ら
ず
、「
原
発
」
を
も
含
め
て
い
た
の

だ
が
、
原
発
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
会
員
全
体
の
一
致

し
た
考
え
と
ま
で
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、

「
現
代
文
明
を
問
う
」
と
い
う
方
向
か
ら
「
生
活
の
質
」

の
見
直
し
を
展
開
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
ど
う
し

た
ら
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
細
か
い
節
電
の
方
法

な
ど
が
考
え
ら
れ
た
。

　

今
回
の
災
害
で
、
今
一
度
、
そ
の
こ
と
を
思
い
起
こ

し
て
い
る
。
社
会
全
体
は
節
電
を
突
き
付
け
ら
れ
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
叫
ん
で
い
る
。
し
か
し
私

は
、
そ
れ
に
も
問
題
を
感
じ
て
い
る
。
風
力
は
、
自
然

環
境
に
与
え
る
影
響
に
ま
だ
未
知
数
の
問
題
が
あ
る
、

と
聞
く
。
大
量
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
廃
棄
物
と
な
っ
た

と
き
、
ど
う
処
理
す
る
の
か
、
と
あ
る
先
生
は
案
じ

　

特　

集　

原
発
『
事
故
』
に
つ
い
て
考
え
る　

運
営
委
員
の
意
見
②
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人
間
と
し
て
の
責
任―

高
木
さ
ん
の
お
話
か
ら―

　
　

渡
辺　

峯

三
月
初
旬
、
私
は
愛
読
す
る
高
木
仁
三
郎
さ
ん
の
ご
著

書
の
一
つ
、『
原
発
事
故
は
な
ぜ
く
り
か
え
す
の
か
』

を
再
読
し
て
い
た
。
改
め
て
緊
迫
感
を
感
じ
つ
つ
終
わ

り
に
近
づ
い
た
時
、
あ
の
地
震
で
あ
る
。

　

私
は
学
生
時
代
か
ら
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
（
キ
リ
ス
ト
教
女
子

青
年
会
）
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
70

年
以
来
、
核
兵
器
の
み
な
ら
ず
、「
平
和
利
用
」
と
称

す
る
原
発
に
も
反
対
し
、「
核
」
の
な
い
世
界
を
創
り

だ
す
こ
と
を
運
動
の
強
調
点
に
掲
げ
て
き
た
。
以
来
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
出
会
う
中
で
多
く
の
方
々
と
協
力

し
、
励
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
中
で
も
高
木
さ

ん
の
存
在
は
大
き
く
、
キ
リ
ス
ト
者
で
は
な
い
が
聖
書

も
深
く
読
ん
で
お
ら
れ
た
そ
の
お
考
え
に
、
私
た
ち
は

教
え
ら
れ
る
所
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、
あ
る

時
Ｙ
Ｗ
と
関
係
の
深
い
団
体
で
の
お
話
の
一
部
を
不
十

分
な
が
ら
ご
紹
介
し
た
い
。

　

高
木
さ
ん
は
原
子
力
と
い
う
分
野
の
仕
事
に
入
ら
れ

て
か
ら
長
い
間
、
そ
の
社
会
的
問
題
な
ど
は
殆
ど
考
え

な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
研
究
が
進
む
に
つ
れ
疑
問

も
生
じ
、
勤
務
先
も
か
え
、
深
く
学
ぶ
に
つ
れ
て
、
人

間
と
し
て
生
き
る
側
か
ら
科
学
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
。
宇
宙
は
広
い
が
、
今
知
ら
れ
る
限
り
で
は
生
命
の

あ
る
天
体
は
地
球
だ
け
で
あ
る
。
高
木
さ
ん
は
「
聖
書
に

も
あ
る
が
、
地
に
は
地
の
理
、
天
に
は
天
の
理
、
が
あ
る
。

科
学
者
と
し
て
変
な
言
い
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
間
が

地
上
で
や
っ
て
い
い
こ
と
と
、
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
科
学
的
に
も
重
要
な
こ
と
だ
。」

と
言
う
。
ま
た
「
地
上
の
自
然
が
成
り
立
つ
に
は
三
つ
の

安
定
、
即
ち
原
子
の
安
定
、
遺
伝
子
の
安
定
、
生
態
系
の

安
定
、
が
必
要
だ
。
と
こ
ろ
が
原
子
力
は
原
子
の
安
定
を

壊
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
わ
け
で
生
命
の
な
い
星
が
光

る
の
と
同
じ
原
理
だ
。
私
た
ち
は
太
陽
の
火
を
盗
ん
で
罰

せ
ら
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
説
話
を
思
い
出
す
。・
・
・

遺
伝
子
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。
遺
伝

子
も
自
然
界
の
中
で
変
化
し
て
は
い
る
が
人
間
の
力
で
好

き
な
よ
う
に
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
生
命
原
理
を
覆
す
こ

と
で
、
人
間
に
は
許
さ
れ
な
い
と
私
は
思
う
。・
・
・
生

態
系
の
安
定
に
し
て
も
気
候
、
栄
養
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が

多
様
な
生
き
物
の
共
生
で
は
じ
め
て
保
た
れ
、
豊
か
に

な
っ
て
い
る
。

　

人
間
は
少
な
く
て
も
自
分
の
分
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
が

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
科
学
技
術
の
在
り
方

も
自
ず
か
ら
そ
う
い
う
制
限
の
中
に
成
り
立
つ
も
の
だ
と

思
う
。
ど
ん
な
に
科
学
技
術
が
進
ん
で
も
、
人
間
の
知
る

こ
と
は
ご
く
僅
か
な
の
だ
と
い
う
わ
き
ま
え
方
を
し
た
上

で
、
な
お
か
つ
、
こ
の
生
命
を
育
む
地
球
環
境
を
守

り
ぬ
く
こ
と
。
こ
の
二
つ
の
面
を
し
っ
か
り
と
押
さ

え
ね
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
は『
環
境
』問
題
で
は
な
く
、

ま
さ
に
『
人
間
』
の
問
題
、
人
間
の
責
任
だ
。
人
間

に
は
し
て
い
い
こ
と
と
、
悪
い
こ
と
が
る
」
と
語
ら

れ
た
。

　

人
間
に
は
こ
の
地
上
で
わ
き
ま
え
ね
ば
な
ら
ぬ
責

任
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

原
発
拡
大
の
歴
史
的
検
証
を

及
川　

佐

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
原
発
『
事
故
』
に
つ
い

て
は
、
歴
史
を
遡
っ
て
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

国
家
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
向
で
進
ん
で
き
た
の
か

を
検
証
す
る
上
で
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
『
原
子

力
白
書
』
が
あ
る
。
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以
下
の
第
一
回
『
原
子
力
白
書
』
が
出
さ
れ
た
昭
和
31

年
（
1956
年
）
は
、
昭
和
29
年
（
1954
年
）
３
月
１
日
『
ビ

キ
ニ
事
件
』
が
お
き
て
か
ら
２
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
の
原
子
力
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
正
力
松
太
郎

氏
は
『
は
し
が
き
』
で
以
下
の
よ
う
な
文
章
を
載
せ
て

い
る
。

　

…
世
界
の
原
子
力
利
用
の
尖
端
は
す
で
に
原
子

力
発
電
の
時
代
に
突
入
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
情
勢

は
わ
が
国
に
も
直
ち
に
波
及
し
、
原
子
力
発
電

は
も
は
や
現
実
の
課
題
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。	

　

こ
の
よ
う
に
原
子
力
利
用
の
奔
流
に
棹
さ
し
て
常
に

方
向
を
誤
ら
な
い
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
歩
み
来
た
跡

を
正
確
な
事
実
に
基
い
て
顧
み
、
か
つ
原
子
力
平
用
の

将
来
を
展
望
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
…

ま
た
、『
原
子
力
問
題
の
論
議
』
の
中
で
は
次
の
よ
う

な
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

…
原
子
力
の
開
発
を
早
急
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
は
国
会
方
面
に
お
い
て
強
調
さ
れ
29
年
の
第
19
国

会
に
、
自
由
党
、
改
進
党
、
日
本
自
由
党
の
三
派
に

よ
る
予
算
修
正
案
と
し
て
二
憶
五
千
万
円
の
原
子
力

予
算
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
日
本
学
術
会
議

か
ら
「
原
子
力
の
研
究
は
重
大
で
は
あ
る
が
、
準
備
の

整
わ
ぬ
今
日
、
し
ば
ら
く
待
ち
、
そ
の
予
算
は
経
費

削
減
に
よ
つ
て
困
難
に
直
面
し
て
い
る
原
子
核
研
究

所
に
ま
わ
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
主
旨
の
申
入
れ
が

国
会
に
行
わ
れ
た
が
、
原
子
力
予
算
は
29
年
３
月
国
会

を
通
過
し
た
。
こ
こ
に
わ
が
国
最
初
の
原
子
力
予
算
は

成
立
し
て
、
わ
が
国
の
原
子
力
の
研
究
、
開
発
お
よ

び
利
用
は
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
つ
た
。	

　

日
本
学
術
会
議
第
39
委
員
会
に
お
い
て
は
、
原
子
力

予
算
が
成
立
し
た
以
上
、
原
子
力
研
究
の
遂
行
に
遺
憾

な
い
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
の
態
度
を
き
め
４
月

20
日
か
ら
の
総
会
に
は
か
つ
た
。
総
会
で
は
激
烈
な
論

議
の
す
え
、
第
39
委
員
会
提
案
に
よ
る
二
つ
の
決
議

が
可
決
さ
れ
た
。
…

　

そ
れ
か
ら
56
年
経
ち
原
発
が
50
基
以
上
が
建
設
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
こ
に
至
っ
た
理
由
を
、
経
過
を
と
り
わ
け
国
家

と
し
て
の
意
思
を
振
り
返
っ
て
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
も
っ
と
言
う
な
ら
ば
広
島
・
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
後
の
国
家
の
意
思
、
ビ
キ
ニ
事
件
後
の
国

家
の
意
思
と
の
関
係
性
も
同
様
に
研
究
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

   
韓
国
原
爆
被
害
者
協
会
会
長　

金
龍
吉
氏
厚
労
省
へ
要
望
書
提
出
す
る

　

４
月
26
日
、
27
日
韓
国
の
原
爆
被
害
者
を
救
援
す
る

市
民
の
会
の
平
野
伸
人
さ
ん
ら
と
と
も
に
、
市
民
会
議

か
ら
も
参
加
し
、
韓
国
原
爆
被
害
者
協
会
会
長
の
金
龍

吉
氏
及
び
副
会
長
２
名
と
と
も
に
議
員
懇
の
谷
合
議

員
、辻
元
議
員
や
小
宮
山
厚
労
副
大
臣
、松
野
議
員
（
民

主
党
原
爆
問
題
懇
談
会
会
長
）、
厚
労
省
の
金
山
課
長

補
佐
の
後
任
の
黒
木
氏
・
堀
岡
氏
と
面
談
し
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
議
員
懇
会
長
の
斉
藤
鉄
夫

議
員
、
近
藤
環
境
副
大
臣
（
白
議
員
同
席
）、
も
訪
問

し
ま
し
た
。
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☆
在
韓
被
爆
者
問
題
市
民
会
議
総
会
の
ご
案
内
☆

　
　

左
記
の
日
程
で
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

日　

時　

７
月
９
日
（
土
）
午
前
十
一
時
よ
り

　
　

場　

所　

劇
団
『
展
望
』（
地
図
は
下
記
を
参
照
く
だ
さ
い
）

中
杉
通
り

例 会 会 場 案 内 図

場　所：劇団『展望』
住　所：
　東京都杉並区阿佐谷南 3 丁目 3-32
　電話 03-3393-2739
　（左記の地図参照）
最寄り駅 :
　南阿佐ケ谷駅（東京メトロ丸ノ内線）。
　駅から徒歩約 2 分

「フィクションとしての原発」　
講師　鎌田慧氏（ルポライター・ノンフィクション作家）

日　時：７月９日（土）午後１時半より（開場午後１時）
場　所：劇団『展望』地図は下記をご覧下さい。
会場費：500円

　東京電力福島第一原子力発電所の『事故』による放射能による汚染
は広範囲渡っているだけでなく終息の目途すらたっていません。今回

の例会にはかねてより原発の危険性を取材を通じながら発表してきた

鎌田慧
さとし

氏をお招きして講演して頂きます。併せて参加の皆さんととも

に原発についても議論していきたいと考えております。皆さまの参加

をお待ちしております。

鎌田慧氏の略歴
1938 年生まれ、青森県弘前市出身。
高校卒業後に上京し、零細工場で働く。その後、早稲田大学第一文学部露文
科に入学。大学卒業後、トヨタ自動車の期間工の経験をもとに『自動車絶望
工場』を発表、注目を集める。以後、被差別者・底辺労働者など、弱者の立
場に拠ったルポルタージュを数多く執筆。
1990 年、『反骨 鈴木東民の生涯』で新田次郎文学賞受賞。
1991 年、『六ヶ所村の記録』で毎日出版文化賞受賞。
取り組んでいる分野は多岐にわたるが、特に原発関連の著書としては、『日
本の原発地帯』 潮出版社 1982 のち河出文庫、同時代ライブラリー、
『六ケ所村の記録』 岩波書店 1991 のち講談社文庫　

例 会 の ご 案 内


